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て突然変異株の代謝流束分布を予測する方法として Enzyme-Control flux (ECF)、代謝ネッ
トワークの構造から遺伝子発現分布を予測するアルゴリズムとして、Modified algorithm of 
Control-Effective Flux (mCEF)を提案し、さらにその２つを統合して代謝ネットワークマ



















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文に関し、調査委員から、同じ実験条件で行った実験結果が２つの研究室で異なる
理由について、アプリケーションプログラム開発の目的や必要性について、アプリケーシ
ョンにユーザーからのフィードバックシステムが付帯しているかについて、エントロピー
最大化アルゴリズムが線形の目的関数や 2次の目的関数に較べて優れた予測結果を出した
理由について、PhD取得後本研究の成果を活かして、マレーシアの大学でどのような研究
開発をするのかについて、開発したソフトウエアの著作権の移譲について、結論は１ペー
ジにまとめるべきことなどについて質問がなされたが、いずれも著者から満足（明確）な
回答が得られた。 
 また、公聴会にでは、十数名の出席者があり、いくつかの質問がなされたが、いずれも
著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
